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神楽舞に視る祓いと祈願
―舞筋（舞の順路）と採り物から― 

玉敷神楽・土師一流催馬楽神楽・相模神代神楽の事例を通して

A Study on Prayer and Purification in Kagura Dancing  
through Analysis of Dancing Routes （maisuji） and  

Hand Props （torimono）: Case studies of Tamashiki Kagura,  
Haji Ichiryu Saibara Kagura and Sagami Jindai Kagura

佐　藤　ひろみ＊

Hiromi SATOH

要旨：本稿は埼玉県加須市の玉敷神社神楽、久喜市の鷲宮土師一流催馬楽神楽の追調査
によるものである。玉敷神楽、催馬楽神楽については拙稿で既に概観しているが、今回
はとくに神楽舞における祓いと清めの視点から舞の順路（舞筋・舞地）と採り物につい
て、伝承者の聴き取りにより考察を深めた。また両者と同様に出雲流神楽の流れを汲む
神奈川県厚木市の垣澤社中の相模神代神楽も含めて比較考察した。舞の順路の図式化と
採り物を比較分類することにより、舞については東西南北中央（陰陽五行の六合）を順
路とした四方固めが基本であることが明らかである。また古来は呪具であり神の依代で
あった採り物については、幣、鈴、扇、笹、榊、竹葉、弓矢、鉾、剣、太刀、鏡、珠、
竿等であり、これらは記紀神話に大半が初見され、現在に伝えられていることが窺えた。
神楽舞の祓い清めと祈願の視点から舞筋と採り物を通して、今に伝わる祈りのかたち

（姿）の一端を窺うことが出来た。

キーワード：採り物，舞筋（舞地），依（招）代，笹，四方固め

はじめに

神楽は神を“招くわざ・態”に発するとされ、人が採り物を持ってする身振り動作・音を意味
し、舞・歌・楽の芸態となり神楽の呼称となった。“わざおぎ”とは身振りや音により神を招く
意であり、また巫祝をも意味した。また神楽の語の形成は新しいが、万葉集に神楽をササと訓読
させたのが初見とされ、ササは鈴の音を形容するともいわれ、笹の音に通じる。天岩戸で鈿女命
が神懸かりして天照大神を招いた記紀神話が初発とされる。“葛を鬘に竹の葉と飫憩の葉を手草
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として、槽を踏み”における竹の葉は笹葉のことであり、飫憩の葉は榊とされる。思兼命の策に
より、八咫鏡、八坂勾玉を作らせ、賢木（榊）にそれらにかけて御幣を持ち、祝詞を唱えて天照
大神を招いた。笹葉、榊、鏡、玉は神を招くもの（招代）であり、神楽においては神を降ろす依
代（呪具）となった。依代（憑代）とは、神霊が依り憑く物のことである。神楽ではこの依代と
なるものを採り物という。採り物とは、神楽の舞人が手に持って舞う呪具であった。

採り物には祓い清める要素と神降ろしの要素があるとされる。つまり採り物を手に採って舞う
ことにより、採り物に降臨した神を舞人に取り憑かせ、神懸かりするとされる。

前稿でも述べたが、古くより埼玉県の大社である鷲宮神社に伝えられる土師一流催馬楽神楽と
延喜式内社の古社である玉敷神社に伝えられる玉敷神楽は、江戸里神楽の源流といわれるもの
で、両者は国の重要無形民俗文化財に指定されている。今年度本学文教大学学園創立 90 周年記
念事業の一環として実施された生活科学研究所特別公開講座「地域に伝わる伝統芸能・神楽の魅
力と課題」において講座の実演を依頼した神奈川県厚木市の垣澤社中の相模神楽は江戸里神楽の
影響を多分に受け、萩原社中の影響のもとに神事舞太夫が相模神代神楽を伝襲している。既に拙
稿1）で述べた通り、埼玉県内には記紀神話をもとにした出雲流神楽が各地域で伝承されており、
国指定の両社はとくにその古式を残している。相模神楽もまた舞太夫によって継承されて来たも
ので、関東一円に伝わる出雲流神楽の流れも汲んでいる。

本稿では、埼玉県北東部の加須市に鎮座する玉敷神社で奉奏される玉敷神社神楽、久喜市の鷲
宮神社で奉奏される土師一流催馬楽神楽の追調査に視点をおきながら、垣澤社中に伝襲される相
模（神代）神楽との比較考察もする。玉敷神社神楽、催馬楽神楽については前稿で既に概観して
いるが、舞いの順路（舞筋）と採り物についての追調査に基づいて考察を深める。とくに神楽舞
における祓いと清めの視点から、舞筋の特徴と古くより依代の要素を持つ採り物に注目し考察す
る。神楽保存会の伝承者や社中継承者からの具体的な聴き取り事例と、既に報告済みの調査結果
も含め、筆者の継続研究の一環として、現在の祭礼や生活に視る祈りのかたちについての考察を
深めるものである。

Ⅰ．舞の順路（舞筋）に視る祓いと清め

神楽舞には舞人の歩く舞の順路（舞筋）がある。陰陽五行説に基づく五方位（東西南北中央）
五行に基づくとされる玉敷神社神楽、鷲宮土師一流催馬楽神楽の舞の基本動作の順路から窺が
う。
玉敷神社神楽の概観については前稿で述べた通りである。江戸神楽の原型を伝える神楽として

国の重要無形民俗文化財として指定されており、古くは正能の氏子が代々神楽師（神楽役）を務
めた父子相伝によるものである。400 年以上に亘って伝承され続けて来たものである。現在では
保存会によって伝承され、素朴で優雅な中にも厳かさを漂わせる舞中心の神楽を特徴としてい
る。舞の順路（舞筋）は一方の隅から対角の隅に舞い進む対角線の五方の隅の舞と、一方の平か
ら対面する幣に進む十字型の平の舞がある。騎西の舞は対角線に進む隅の舞であった。基本の舞
筋となる「四方固め」である。舞は出の舞・本舞・入り（納め）の三部で構成され、平神楽（ゆっ
たりした舞）・中速神楽（中間）・速神楽（リズムが速い舞）がある。囃子は太鼓・鞨鼓・笛の楽
人で構成される。一曲一座形式で十六座と現在は行われていないが番外の一座の十七座の曲目が
ある。
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玉敷神社神楽十七座の舞　十七座の舞は第一番「幣の舞」、第二番「伊邪那岐・伊邪那美の舞、」
第三番「五行の舞」、第四番「オカメの舞」、第五番「戸隠しの舞」、第六番「矢先の白狐、稲荷
神の舞」、第七番「鹿島、香取の舞」、第八番「春日明神の舞」、第九番「諏訪明神の舞」、第十番

「鬼に鐘馗」、第十一番「鈿女命の舞・猿田彦神の舞」、第十二番「恵比寿の舞」、第十四番「竜神
の舞」、第十五番「山の神の舞」、第十六番「山めぐり」、番外「天岩戸の舞」があり個々の舞の
解説については表１に詳しく示したのでここでは省略する。次に玉敷神社神楽の基本の舞とされ
る幣（ミテグラ）の舞について祓いと清めの視点から述べることとする。
「幣（ミテグラ）の舞」の舞筋（舞の順路）

幣の舞は当社の宮司もしくは神職が左手に御幣、右手に鈴を持って素面（神楽面を付けない直
面で）で舞うものであるが、昨年の追調査の際に現宮司より現在は行われていないとのことを告
げられ、大変残念に思った。現宮司の弟にあたる方で、暫く途絶えていた神職による舞を復活さ
せ、一昨年までは舞われていたのに惜しまれる。神職による神楽舞は現在では少なく大変貴重と
されるものである。また保存会と神社が共に保存に挑んできた伝承形態や姿勢についても神楽伝
承の衰退が進行する現在においては大変残念なことと思われる。そこで今回は筆者が 2015 年の
調査時に収録したビデオと、幣の舞に詳しい保存会の伝承者の方から舞の順路を聴き取り図式化
を試みた。当社宮司の宮内氏を通してご協力頂いた伝承者（小谷野氏）は、当社騎西の氏子で父
子相伝により伝承されて来た方で、ご高齢にも関わらず舞いながら教示して頂けたことは感謝に
堪えない。貴重な研究資料とさせて頂くとともに、「幣（ミテグラ）の舞」の継承者の育成と舞
いの復活を切に願うばかりである。
「幣の舞」の舞筋（舞の順路）は図１の図式化の通りである。玉敷神楽の大部分の曲目は本舞

の東西南北の隅に対面して舞う「隅の舞」といわれる「四方固め」が基本となっている。四方固
めは五方を祓い清めて祈願する陰陽五行の要素を強く窺がえる基本の舞である。太鼓・鞨鼓・笛
の平神楽の調子に合わせて、図に示した順で西平（老松が描かれている鏡板を背後にした楽人の
前）から四方固めの隅の舞が舞われる。両足揃えて鈴振りをして、三歩前へ進み、座の中央で鈴
振り、三歩後退し鈴振り、右足を踏み込んで順回りに廻って次の位置に進む。この舞が東西南北
の各四隅で行われ、再度、西平（楽人が座す楽座の前）で行い、神前に進み、座して一拝（神拝）
したのち入る。舞は常に四隅の柱を目指し五方位（東西南北、中央）で行い、鈴の振り方も五調

図１．幣（ミテグラ）の舞の舞筋
　　　平神楽　一人舞　三つ拍子
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子に振る。この鈴振りの五調子にも五方が窺われる。
次に「幣の舞」は一人舞であるが、同様の舞筋とされる「伊邪那岐・伊邪那美の舞」の連れ舞

（二人舞）の場合の図式化したものを図２に示した。伊邪那岐が先に、続いて伊邪那美が出て西
平で互いに小巡りして、平の中央に男神は左に女神は右に並ぶ。次に男神は西北隅に、女神は東
南隅に向かいあって立ち対面して舞う。「幣の舞」と同様に、順次四隅及び西平で同様に行う。
舞は一人舞の場合と同様に、鈴振りを含めて五方が窺われる。

また舞手 5 人で舞う「五行の舞」の舞筋も黄の御幣を両手に捧げ持つものを先頭に、中心に進
み神前に向かって立ち、他の 4 人（青赤白黒）は四平を順回りに歩き各自の隅に、中央に向って
立つ。

連れ舞が対角線に向かいあって立つが、これは四隅に向かい合って立つことが異なるのみで舞
の順路は同様となる。但し神前に座す場合は 4 人の中央前で神拝。ここでも五色の幣を含めて、
陰陽五行による五方と強い関わりがうかがわれる。次にこの玉敷神社神楽が奉奏される玉敷神社
に近い鷲宮神社で奉奏されている土師一流催馬楽神楽の舞について述べることとする。
土師一流催馬楽神楽は、以前は曲目が三十六座の曲目であったが、現在は十二座となっている。

大半が記紀神話を題材とした演目である。舞いは、二人以上の連れ舞いが多く、舞人の数は 1～
4 名で、古い儀式や儀礼をしのばせる厳かで典雅な舞いといえる。舞いの構成は、「出端」（序の
舞）「舞掛り」（本舞）・「引込み」（終わりの舞）からなる。各曲目の特色は「舞掛り」の舞で表
現される。神楽歌催馬楽は、「出端」と「舞掛り」の間で歌われ、拍子方は楽座（囃子座）の東
から小太鼓・大太鼓・大拍子・笛・謡方の各 1 名が並ぶ。（催馬楽神楽を歌う謡方は 10 名ほどで
行われていた時代もあったというが、現在は 1 名となっている。）
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に詳しく示したのでここでは省略する。舞の解説については、保存会の方からの聴き取りと鷲宮
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神
じん

発
はっ

弓
きゅう

靭
う つ ぼ

負之
の

段
まい

（弓ひきの舞）第 12 座　天
てん

神
じん

地
ち

祇
ぎ

感
かん

応
おう

納
のう

受
じゅ

之
の

段
まい

（縁結びの舞・御祝儀の舞）
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表１．玉敷神楽　採物・装束・囃子・舞の解説
舞の名称（曲目） 採り物 装束 囃子 舞の解説

第一番　幣の舞 御幣 烏帽子・狩衣 平神楽 烏帽子、狩衣をつけ、左手に御幣、右手に鈴を持って舞う。
四方固めの一人舞い。（素面）

第二番　伊邪那岐命，
伊邪那美命の連舞

宝珠（男神）
鏡（女神）

烏帽子・大袖・白指
サシ

袴
コ

瓔
ヨウ

珞
ラク

の冠・水干・緋袴
平神楽

イザナギは烏帽子に大袖、白指袴、左手に宝珠、右手に鈴。
イザナミは、瓔珞の冠に水干、緋袴左手に鏡、右手に鈴を
もって出る。四方固めの連れ舞い。

第三番　五行の舞 青，黄，赤，
白，黒の御幣

青，黄，赤，白，黒の
狩衣 平神楽

五人の舞手が烏帽子に青、黄、赤、白、黒の御幣を左手に
右手には鈴を持ち、同じ色の狩衣で、座の中央と四方の柱
を背に向かい立ち連れ舞と同様に舞う。黄舞手のみ両手で
御幣を捧げ持ち座の中央につく。

第四番　おかめの舞 御幣 毛冠・水干・緋袴 中速神楽 毛冠を頂き、水干に緋袴、左手に御幣、右手に鈴を持って
舞う陽気で明るく軽妙な独特の女舞。

第五番　戸隠の舞 岩（70糎木製
採物）

毛冠・小袖・大口袴・
面袖無 速神楽 左手に岩（木製）、右手に鈴を持って活発に舞う。天手力

男命が天の岩戸を開いた歓びを表す舞。

第六番　矢崎の白狐・
稲荷神の舞

弓矢（狐）
鑰
カギ

（稲荷神）

烏帽子・綿大袖・白指
袴
白の筒袖・白袴（足首
で縛る）

平神楽

白狐は白の筒袖と白袴、左手に弓矢を持って登場。正面と
四隅で弓を射る所作をする。白狐が舞い終わる頃に稲荷神
が烏帽子、錦大袖に白指袴、左手にカギ（鑰）、右手に鈴
を持ち舞う。種蒔きから狐釣りとなる狂言風の黙劇。

第七番　鹿島・香取の
連れ舞

鉾（鹿島）
太刀（香取） 鳥兜・綿狩衣・大口袴 平神楽 鹿島神は左手に鉾、香取神は太刀をを持って舞う二人舞

（連れ舞）。両神とも鳥兜、錦の狩衣、大口袴。

第八番　春日明神の舞 御幣 烏帽子・狩衣・白指袴 平神楽 春日明神は烏帽子、狩衣に白指袴で左手に御幣を持ち、右
手に鈴を持って舞う。

第九番　諏訪明神の舞 鎌 烏帽子・狩衣・白指袴 平神楽 諏訪明神は烏帽子、狩衣に白指袴で左手に鎌、右手に鈴を
採る。

第十番　鬼・鐘馗の舞 宝珠・鉾

筒袖に上下対の袴・虎
の皮模様の胸掛けと褌

（赤鬼，青鬼）、毛冠・
狩衣・白指袴（鐘馗）

三ツ拍子
速神楽

青鬼、赤鬼ともに筒袖に上下同色の袴、虎の皮模様の胸掛
けと褌、舞台で宝珠をもてあそぶ。毛冠に狩衣、白指袴の
鐘馗が鉾を持って現れ、鬼を脅して宝珠を取り上げる。（玉
敷神楽では数少ない演劇的要素を含む演目）

第十一番　鈿
ウ ズ メ

女命の舞
・猿

サル

田
タ

彦
ヒコ

の舞
幣・鉾

瓔珞の冠・水干・緋袴
（女神）
鳥兜・赤地綿の大袖・
大口袴（男神）

平神楽，
三つ拍子，
速神楽

鈿女命は鈴と幣を採って（平神楽）で舞い東南の角に座す。
猿田彦が鉾を持って登場、猿田彦が鈿女に道教えを舞う。
所作の後、鈿女は鉾を取って座す。四方に向かう舞が終わ
り、鈿女は鉾を猿田彦に渡して入り、猿田彦は鉾と鈴を
持って四方固めを舞う。

第十二番　恵比寿の舞

釣竿
（鈴・大鯛）
・・河童
（舞人）

烏帽子・狩衣・白指袴 三つ拍子，
速神楽

釣竿を右肩に担ぎ、左手を腰に登場、四方固めを終わり正
面に出て座し神拝、西北隅から魚釣りの舞となる。1 回目
は失敗。神前に西平の正面から出て座し拝礼。北東隅から
南西隅に糸を垂れ、鈴を釣って神前に供え、西北に舞い河
童を釣る。東北で舞い鯛を釣り上げ、正面の鈴を採り四方
固めを舞う。（第十番と同様に滑稽な所作が入った演劇的
要素が入った演目）

第十三番　松尾神の舞 ため（水槽） 鳥兜・綿の大袖・大口
袴

三つ拍子，
速神楽

左手にため（水槽）を捧げ持ち、右手でために水を汲みい
れる所作をし、足拍子をする。その後右手に鈴を採り、四
方固めを舞う（速神楽）。

第十四番　龍神の舞 船 龍頭の天冠・小袖に袖
無し・大口袴 速神楽

竜頭の天冠を被り、小袖に袖無、大口袴で左手に船、右手
に鈴を持って急調子の速神楽で舞う。戸隠の舞と同じ。採
り物の岩と船の持ち方に幾らか違いがある。

第十五番　山の神の舞 皿 毛冠・筒袖・・白指袴 三つ拍子，
速神楽

筒袖に白袴、毛冠を被り、右手に鈴、左手は腰にして正面、
四方と 6 回舞う。正面に置いてあった皿を採り、速神楽で
舞う。舞いながら正面と四方に皿の中の種を投げる所作を
する。

第十六番　山めぐり
注 2）

御幣（先導す
る神）
他の神々はそ
れぞれの採り
物

（それぞれの装束で）
独特の楽
にあわせ
て

神々が山を見回ることに擬し、それぞれの装束で神楽師総
員が舞台に出て舞ったものという。

番外　天岩戸の舞
注 3）

岩，鈴（手力
男命）
しめ，鈴（天
鈿女命）

注 3
（手力男命）
戸隠明神の姿

（天鈿女命）
おかめの姿

（恩兼命）鳥兜
（天児屋根命）
鹿島明神の姿

（天太王命）
香取明神の姿

この舞は現在行われていない。記録「埼玉県下神社特殊神
事第三輯埼玉の神代神楽」によると注 3）の通り。

（手力男命）戸隠明神の姿　鳥兜　鈴　岩
（天鈿女命）おかめの姿　しめ　鈴　瓔珞
（恩兼命）鳥兜・藤太鼓の役
（天児屋根命）鹿島明神の姿　・烏帽子・太鼓の役
（天太王命）香取明神の姿　・烏帽子，狩衣の装束、（但し
羽織、袴にても苦しからず）　・鞨鼓の役
※�以上の装束、採り物を持って神前で舞われていたとさ

れ、藤太鼓・太鼓・鞨鼓の囃子方にも神名がつけられて
いた。神前舞の際の配置図が伝えられる。

※採り物欄は左手のみ記入、右手はすべて鈴を持って舞う。幣の舞は素面で行われていた神職による舞であった。
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表２．土師一流催馬楽神楽　神楽面・採物・装束・舞の解説
曲目の名称 神　名 採り物 装　束 舞の解説

第 1 座
天
アマ

照
テル

国
クニ

照
テル

太
フト

祝
ノ リ ト

詞
神
シン

詠
エイ

之
ノ

段
マイ

（奉幣の舞）
天児屋根命 中啓

4 本の合幣

風折烏帽子・狩衣
・千早・指貫・木
綿手襷掛け

素面の一人舞で、中啓（扇）を持って舞い、その後祝詞を読
み、中啓を幣に、右は鈴に変えて、神詠を詠じ、神楽歌催馬
楽を謡う。ここでは八雲の神詠「八雲たつ　出雲八重垣　妻
こめに　八重垣つくる　その八重垣を」が唱えられる。また

「天照国照太祝詞」とは天と地を分け隔てなく照らす、立派
な祝詞という意味とされる。

第 2 座
天
テン

心
シン

一
イッ

貫
カン

本
モト

末
スエ

神
カゲ

楽
ラ

歌
ウタ

催
サイ

馬
バ

楽
ラ

之
ノ

段
マイ

（榊笹の舞）

山雷神
野槌神 榊・笹 黒の風折烏帽子・

狩衣指貫

素面の二人舞。山雷神は榊と鈴を、野槌神は篠と鈴を持って
舞う。「催馬楽」とは、平安時代の歌謡で、諸国から貢物を
納める際に馬を引きながら口ずさんだものといわれる。

第 3 座
浦
ウラ

安
ヤス

四
ヨ

方
モ

之
ノ

国
クニ

固
カタメ

之
ノ

段
マイ

（四方固めの舞）

句
ク ク ヌ チ ノ ミ コ ト

々廼智命
軻
カ グ ツ チ ノ ミ コ ト

遇突智命
金
カネヤマヒコノミコト

山 彦 命
岡
ミズハノメノミコト

象 女 命

青・赤・白・
黒の幣

（中央に黄幣
を立ててお
く）

黒の風折烏帽子・
幣と同色の狩衣・
浅黄色指貫

素面の 4 人舞で、五行を表している。舞台の中央に黄幣を立
て置き、各々が青赤白黒の幣を持ち、右手に鈴を持って舞う。
浦安とは安泰な国の意で日本の別称。国は東西南北の四方と
天と地の六合からなっているという考えのもとに、国固めを
し、国が治められると考えられていた。これは騎西の玉敷神
楽では中央の黄幣の採り物を持つ舞人を含めて 5 人舞とな
る。（五行…古代中国の哲学で、天地の間に万物を構成する
木・火・土・金・水の 5 つを表す。青幣は東で木の祖である
句句廼智命、赤幣は南で火の祖である軻遇突智命、白幣は西
で金の祖である金山彦命、黒幣は北で水の祖の岡象女命、中
央の黄幣は土の神である埴安姫命を表している。）

第 4 座
降
コウ

臨
リン

御
ミ

先
サキ

猿
サル

田
タ

彦
ヒコ

鈿
ウ ズ メ

女之
ノ

段
マイ

（猿田の舞）

猿田彦命
天鈿女命

鉾・扇鉾・赤
幣

鳥兜・金入千早・
白の大口袴
黒垂・天冠
白練の舞衣

猿田彦と鈿女の二人舞。猿田彦は天狗面をつけ鉾と鈴、天鈿
女命（記：天宇受賣命）はウズメの面を付け赤幣、鈴、扇を
持って舞う。この演目は、「天孫降臨」の神話を題材にした
二人舞で、五穀豊穣、国家安穏を祈るお目出度いもので、安
産祈願もこの演目を行ったことが伝えられている。

第 5 座
磐
イワ

戸
ト

照
ショウ

開
カイ

諸
ショ

神
ジン

大
ダイ

喜
キ

之
ノ

段
マイ

（岩戸の舞）

手力男命
巫女 2 人

榊（五十鈴，
青和幣，麻）・
白大幣に榊の
枝・鏡・白和
幣をつけた榊

①黒の風折烏帽子
・狩衣・浅黄の指
貫
②③白練法被・白
大口袴・烏帽子

素面の鈿女命（巫女）は、五十鈴に青幣と麻をつけた榊と鈴、
翁面を付けた手力男命は榊の枝をつけた白大幣に鈴、大宮女
命（巫女）は鏡と白幣をつけた榊と鈴を持って舞う三人舞。
天の岩屋戸に隠れた天照大神を思兼命の策により、八咫鏡、
八坂勾玉を作らせ、賢木（榊）をそれらにかけて御幣を持ち、
祝詞を唱えさせ、鈿女が神懸かりの舞を舞ったところ、天照
大神が身を乗り出したところを、手力男が手を持って引出し
再び世の中は明るくなり、神々も皆もが大喜びしたという歓
びの舞を表すもの。（記紀神話で思兼命が策に使った招代が
そのまま神を招く依代とされ、採り物となっている。）

第 6 座
八
ヤ

洲
シマ

起
キ

源
ゲン

浮
ウキ

橋
ハシ

事
ワザ

之
ノ

段
マイ

（浮橋の舞）

伊弉諾命
伊弉冉命

日形と扇子・
月形と扇子

①黒の風折烏帽子
・小尉狩衣・千早
・箪子半切りに太
刀
②天冠・白練舞衣
・半切

伊邪那岐の面をつけた男神と、伊邪那美の面をつけた女神の
二人舞。男神は太刀を携え、日形、扇、鈴を持ち、女神は、
月形、扇、鈴を持つ。この演目は、「国生み」神話を題材に
したもので舞台中央に天浮橋が置かれる。子孫繁栄あるいは
開運を祈る演目とも伝えられる。

第 7 座
大
ダイ

道
ドウ

神
シン

宝
ポウ

三
サン

種
シュ

神
ジン

器
キ

事
コト

之
ノ

段
マイ

（みたからの舞）

神璽事人
宝剣事人
内侍所事人

宝珠（真鍮
製）・剣・鏡

①黒の風折烏帽子
・狩衣・白大口袴
②黒の風折烏帽子
・金色の千早・白
大口袴
③女神：天冠・唐
織法被・紅の大口
袴

翁の面、千歳の面、伊邪那岐の面をつけた三人による舞。翁
は神璽事人と云い鈴と宝珠を持ち、千歳は宝剣事人と云い鈴
と剣を持ち、伊邪那岐は内侍所人と云い鈴と鏡を持って舞
う。「大道」とは天下を治める道理のことで、「三種神器」と
は八咫鏡・八尺勾玉・草薙である。この演目は、国を鎮め守
る演目と伝えられる。

第 8 座
祓
バツ

除
ジョ

清
ショウ

浄
ジョウ

杓
シャク

大
オオ

麻
ヌサ

之
ノ

段
マイ

（禊ぎの舞）
巫女 2 人 杓・榊（垂

手，麻） 舞衣・襷・天冠

素面の巫女（少女）による二人舞で、共に杓、扇、鈴を持っ
て舞う。この演目は、で黄泉の国から戻った伊邪那岐が日向
の川の瀬で禊ぎをして心身を祓い浄めたという記紀神話をも
とに、心身を清浄に身の過ちを改めるという教えをあらわし
たものとされている。幼い巫女が二人で舞うが男性が舞った
こともあるといわれる。

第 9 座
五
ゴ

穀
コク

最
サイ

上
ジョウ

国
コッ

家
カ

経
ケイ

営
エイ

之
ノ

段
マイ

（種蒔きの舞）

倉稲魂命
保食命 三方・種壺 鳥兜・襷・白大口

袴

三番叟の面をつけた倉稲魂命は三方、扇、鈴を待ち、着面の
保食命も種壺、扇、鈴を持って舞う二人舞。神楽歌の後に種
壺より種子（洗米）を三方に入れ、種蒔きの所作をする。な
お保食命は五穀の神で、倉稲魂命は特に稲の神とされてい
る。この神楽は五穀が実り、国が豊かに栄えることを願う舞
とされる。

第10座

翁
オキナ

三
サン

神
ジン

舞
ブ

楽
ガク

之
ノ

段
マイ

（翁三神の舞・
三番の舞）

表筒男命
中筒男命
底筒男命

日の丸扇子
三番，千歳は
翁と同じ

①直垂・白大口袴
・烏帽子
②直垂・緞子半切
③直垂・赤大口袴

面をつけた翁、三番叟、千歳が扇（日の丸）を持って舞う三人
舞。翁三神は表筒男命、中筒男命、底筒男命の住吉三神で海
路の守護神である。舞楽は武学にも通じ、平和な時こそ備え
として武学が大切であるということを教えているとされる。

（つづく）
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第11座
鎮
チン

悪
アク

神
ジン

発
ハッ

弓
キュウ

靱
ウ ツ ボ

負之
ノ

段
マイ

（弓ひきの舞）

右大臣
左大臣

弓（右大臣）
矢（左大臣）

鳥兜・側次白大口
袴

着面の右大臣、左大臣が弓矢、鈴を持って舞う二人舞。鎮悪
神とは荒ぶる神を鎮めること、発弓とは天照大神が下界の中
つ国を鎮めるために諸神に与えた弓矢ことで、靭負とは靭

（矢受け）を背負うという意味。須佐之男命が天照大神に会
おうとしたときに、女神でありながら、多くの矢が入る靭を
背負い対面したという記紀神話によるものとされる。悪神を
降伏させる神楽として、たたりを鎮め、取り除く神楽として
勇壮に舞われる。また疫病が流行した際にもこの神楽を舞っ
たと伝えられている。

第12座

天
テン

神
ジン

地
チ

祇
ギ

感
カン

応
オウ

納
ノウ

受
ジュ

之
ノ

段
マイ

（縁結びの舞・
御祝儀の舞）

鵜葺草葺不
合命
玉依姫命

青大幣と鈴
五色切り混ぜ
の幣と鈴

①黒の風折烏帽子
・狩衣・浅黄指貫
②天冠・白舞衣・
褌

鵜葦草葦不合命（伊邪那岐の面）は青大幣と鈴を持ち、玉依
姫命（伊邪那美の面）は五色の幣と鈴を持って舞う二人舞。
天神地祇とは天地間のあらゆる神々の心が人々の善悪に感応
し、聞き届けていただけるという意味。耕作を怠らず、一年
中穀物の神を祀って祈願すれば、豊年が続くという教えを含
んでいると伝えられ、また願いがかなうことを祈って、この
曲目を最後の 12 座としたといわれている。

番外
天
アマ

津
ツ

国
クニ

津
ツ

狐
キツネ

之
ノ

舞
マイ

（山の神の舞）

山の神
天狐
地狐

合幣・鈴（山
の神）
杓・鈴（天
狐，地狐）

山の神（ひょっとこ面）は合幣と鈴、着面の天狐と地狐は杓
と鈴を持つ三人舞。おどけた神狐が農夫に種蒔きを教えると
いう舞で、その年の災難を祓うため、参詣人に菱餅を投げ、
分け与える慣わしがある。江戸の里神楽から逆流入されたも
のではといわれ、八甫地区の鷲神社（分社）でのみ行われて
いる。

太
タ

刀
チ

折
オリ

紙
カミ

之
ノ

舞
マイ

手力男命 扇・太刀・白
紙

手力男命が折った白紙と扇を持って舞い、その後右手に持っ
た太刀で折紙を切って舞う。この神楽は家内安全と悪魔よけ
の舞とされる。12 座に編成される前にあったものの名残と
いわれている。　　

端
ハ

神
カ グ ラ

楽 1 人（巫女）白幣・鈴
素面の巫女が白幣と鈴を持って舞う一人舞。曲目と曲目の間
に舞われるもので、曲はなく、拍子方は次に舞われる神楽の
曲を奏で、巫女はそれに合わせて舞う。

（出典：鷲宮催馬楽神楽（鷲宮町教育委員会発行平成 16 年の改訂版）
※�但し舞の解説については、保存会の方からの聴き取り及び鷲宮催馬楽神楽（鷲宮町教育委員会発行平成 16 年の改訂版）より抜

粋照合してまとめた。
※素面による舞……第 1 座（一人舞）・第 2 座（二人舞）・第 3 座（四人舞）・第 8 座（少女の巫女による二人舞）

である。一人舞の曲目は第 1 座　天
あま

照
てる

国
くに

照
てる

太
ふと

祝
の り と

詞神
しん

詠
えい

之
の

段
まい

（奉幣の舞）だけであるが、この舞は
二人舞その他の舞の基本となっている。玉敷の「幣の舞」と同様である。第 4 座　降

こう

臨
りん

御
み

先
さき

猿
さる

田
た

彦
ひこ

鈿
う ず め

女之
の

段
まい

（猿田の舞）は二人舞であるが基本とは異なった形式の舞筋である。二人舞から四人
舞の違いはそれぞれの平の立ち位置が異なるのみで、舞の順路は類似している。

また相模神代神楽（垣澤社中）の事例研究についての順路は、斉藤論文に詳しいのでここでは
前者と同様に省略する。両社と異なるところは四方の柱で囲まれた舞処の舞台が長方形のである
ことが大きな違いである。両者の神楽殿の舞処は 2 間四方の正方形である。また出端も前者が舞
台左側後方の橋懸かりから出るのに比べて、後者は舞台前面の花道から出ることも大きく異な
る。舞筋（舞地）についても対角線の隅との順路は同様にみられるが、奥平の往復の順路が多い
ことが両社とは異なっている。しかしながら斉藤の指摘によれば、神前舞の舞地（舞筋）に四方
固めが顕著で、舞台で行われる舞の中にもそれが見受けられるということであった。ここでも陰
陽五行の五方の祓いと清めが舞いに著しい。相模神代神楽神楽（垣澤社中）の舞地の図式は斉藤
論文に詳しい。次に五方を祓い清めて舞い、神を招き、神を降臨させる依代となる採り物につい
て考察を進める。

Ⅱ．採り物　神の依（招）代

採り物とは幣、榊、笹葉、扇、弓矢、太刀、剣、鉾、杖、鏡、宝珠、竿等で、それを採って舞
う出雲流の神楽を採り物神楽と呼ぶ。神の“依代”とされるもので、舞手が手に持（採）って舞

（つづき）
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うモノであり、かつては呪具であった。採り物は古くより“祓い清め”と“神を降し招く”要素
を持つものとされてきた。採り物を採って舞うことにより、採り物に依った神を舞人に依り憑か
せ、神懸かりになる呪具としての機能を持つものであった。天岩戸でウズメが一心不乱に舞って
神懸かりし、アマテラスを招く際に採る笹葉、榊葉は採り物として現在でも巫女舞はもとより、
数少ない女舞の採り物であることが多い。また榊葉は神社祭祀でよく用いられる等重要である。
また笹葉は湯立神楽で清めの湯を振りかざす依代であり、呪具である。笹や榊は、古来、山を神
として崇めてきた日本人の習俗から、山にあるものは神の依代に最も適したものであったといえ
よう。剣や弓矢は古くより祭祀の道具でもあった。幣はこの他に祓いの機能を持ち、古代中国哲
学の陰陽五行説の影響を受け、白幣の他に青幣、黄幣、赤幣、黒幣がある。陰陽五行説について
は後述する。

土師一流催馬楽神楽・玉敷神社神楽・相模神代神楽（垣澤社中）の採り物
神楽の曲目における採り物について土師一流催馬楽神楽、玉敷神楽、相模神代神楽の事例調査

をもとに概観する。表 1、表 2 に舞別に採り物、装束、囃子、舞の解説について示した。
玉敷神社神楽の採り物

玉敷神楽の採り物は御幣・宝珠・鏡・青黄赤白黒の御幣・岩・弓矢・鑰（カギ）・鉾・太刀・
竿・ため（水槽）・船・皿の 16 種であった。

幣を採り物とする舞は、第一番「幣の舞」、第三番「五行の舞」、第四番「おかめの舞」、第八
番「春日明神の舞」、第十一番「鈿女命の舞・猿田彦の舞」、第十六番「山めぐり」である。但し
神職が舞う第一番「幣の舞」と「山めぐり」は現在中断している。宝珠を採るのは、第二番「伊
邪那岐・伊邪那美命の連れ舞、」の伊邪那岐、第十番「・鐘馗の舞」の鬼。鉾は第十一番の猿田彦、
第七番の鹿島神・香取神は太刀、第九番の諏訪明神は鎌。第五番「戸隠の舞」は手力男命が手に
採る岩（70 糎の木製採物）、番外「天岩戸の舞」。中でも少ない女舞「おかめの舞」、「鈿女命の舞」、

「伊邪那美命の舞」の採り物は御幣・鈴・鏡である。第十二番「恵比寿の舞」、第十三番「松尾神
の舞」、第十四番「龍神の舞」、第十五番「山の神の舞」では、それぞれの神の役割に合った釣竿・
ため（水槽）・船・皿等の採り物を持って舞う。

恵比寿は釣竿、松尾の神は酒造りに関わる神で、ため（水槽）に右手で水を汲みいれる所作を
する。山の神は正面に置かれた皿を採り、皿の中の種を投げる（種蒔き）所作をする。
土師一流催馬楽神楽の採り物

土師一流催馬楽神楽の採り物は中啓（扇）・榊・笹・4 本の合幣・青・赤・白・黒・黄幣・鉾・
扇・榊（五十鈴，青和幣，麻）・白大幣に榊の枝・鏡・白和幣をつけた榊・日形と扇子・月形と
扇子・宝珠（真鍮製）・剣・杓・榊（垂手，麻）・三方・種壺・日の丸扇子・弓・矢・青大幣と
鈴・五色切り混ぜの幣と鈴であった。

また御幣を採る儀礼的な舞が多いことから幣の採り物が多く、榊に白和幣や青和幣を付けたも
のなど採り物を混ぜ合わせたものもみられる。また記紀神話がもととなる曲目に日形や月形、宝
珠といった祭祀と関連する儀礼的、儀式的で宗教色のある採り物が目立つ。剣、鏡、榊の枝など
も記紀神話（天岩戸屋）の日神（天照大神命）に繋がる。また、五色の大幣や種壺等、騎西の玉
敷神楽の曲目、採り物とも共通するものも見受けられる。

幣を採り物とする舞は、表３より第 1 座天
アマ

照
テル

国
クニ

照
テル

太
フト

祝
ノ リ ト

詞神
シン

詠
エイ

之
ノ

段
マイ

（奉幣の舞）、第 3 浦
ウラ

安
ヤス

四
ヨ

方
モ

之
ノ

国
クニ

固
カタメ

之
ノ

段
マイ

（四方固めの舞）第 5 座磐
イワ

戸
ト

照
ショウ

開
カイ

諸
ショ

神
ジン

大
ダイ

喜
キ

之
ノ

段
マイ

（岩戸の舞）、第 12 座天
テン

神
ジン

地
チ

祇
ギ

感
カン

応
オウ
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納
ノウ

受
ジュ

之
ノ

段
マイ

（縁結びの舞・御祝儀の舞）の 4 つの曲目にみられる。笹・榊を採り物とする舞は、天
テン

心
シン

一
イッ

貫
カン

本
モト

末
スエ

神
カ ゲ ラ

楽歌
ウタ

催
サイ

馬
バ

楽
ラ

之
ノ

段
マイ

（榊笹の舞）第 5 座磐
イワ

戸
ト

照
ショウ

開
カイ

諸
ショ

神
ジン

大
ダイ

喜
キ

之
ノ

段
マイ

（岩戸の舞）である。（第
2 座の山雷神、野槌神は山野を守る神といわれており、榊や笹が採り物になる。第 5 座（岩戸の
舞）については、記紀神話でアマテラスが天岩屋戸に隠れてしまわれたときに「山雷神」にはた
くさんの常緑樹から多くの玉ぐしを採らせ、「野槌神」はたくさんの小竹から多くの玉串を採っ
た」とあることとも照応する。神事に良く使われている榊と篠を持って舞うのは、榊が多くの木
の祖であること、栄木ともされ栄えることに繋がること、竹は常緑でまっすぐ伸びて早く成長す
ることなどから、永久不変のお目出度い木であることによるともいわれる。第 6 座八

ヤ

洲
シマ

起
キ

源
ゲン

浮
ウキ

橋
ハシ

事
ワザ

之
ノ

段
マイ

（浮橋の舞）の日形・月形・扇子や第 7 座大
ダイ

道
ドウ

神
ジン

宝
ホウ

三
サン

種
ジュ

神
ジン

器
ギ

事
ワザ

之
ノ

段
マイ

（みたからの舞）の宝
珠などの採り物は記紀神話の象徴的なものとして印象深い。幣に榊や麻などを合わせた古い形の
採り物であることも特徴的である。さらに二人舞（連舞）、三人舞、四人舞と舞人が多いこと、
採り物の種類の多さも印象深く、古い儀式や宗教色を偲ばせる。

大宮住吉神楽の採り物については紙数の関係で別稿に譲ることとする。また相模神代神楽（垣
澤社中）の採り物については本紀要の斉藤論文に詳しいのでここでは省略し、日本の生活の中に
生きる陰陽五行説について吉野説を基に付記する。
注１　日本の生活の中に生きる陰陽五行

陰陽五行思想と日本の生活の中に生きている陰陽五行について吉野は次のように述べている。
神楽の採物を考察するにあたって注目すべき、共感できる説である。

陰陽五行思想は、天地開闢から宇宙森羅万象の在り方に及び、中国古代天文学とも密接に関りあっていて、

非常に複雑、難解である。…地上には陰陽の 2 大元気の交合の結果、木・火・土・金・水の五元素、五気が

生じた。…この五元素の輪廻・作用が五行である。五は木火土金の五元素あるいは五気をさし、行は動くこ

と、廻ること、作用を意味する。…一日の朝、昼、夕、夜も、1 年の春夏秋冬の推移もすべてこの五行なの

である。陰陽五行及びその実践としての陰陽道は日本渡来以来、国家組織の中に組込まれ、朝廷を中心に祭

政・占術・諸年中行事・医学・農業などの基礎原理となり時に軍事に至るまで広い範囲に実践応用された。

しかし明治維新を境に迷信として退けられ、国家の中枢からその姿を消してしまったのであるが、明治・大

正・昭和を通して、その伝統を伝える緒家のなお多く存続し、今日に至っている。陰陽五行とは中国の哲学

である。…今もくらしの中に日々、息づいていて少しも無縁のものではないのである。その好例が十干十二

支である。自分の生年と干支について、大多数の日本人はよく知っている。にもかかわらず干支そのものに

ついては意外に漠然としている、というのが実状ではなかろうか。（吉野裕子、陰陽五行と日本の民俗より）

おわりに

日本人の心の中にある神は、形として目に見えないものである。御神体といわれるものは、神
そのものではなく、神の「依代」、神が憑依するモノなのである。神楽で手に採る「採り物」も
同様に考えられている。

採り物は手に採るから採り物と呼ばれるが、神座でもあるわけである。出雲佐太神社の佐陀神
能の採り物神楽、能神楽は「七座の神事」と呼ばれ、剣、茣蓙、榊、鈴などを持って舞われるこ
とで有名である。採物舞は面をつけない素面で舞うのが一般的である。玉敷神社神楽の幣の舞、
鷲宮催馬楽神楽の素面の舞いはこの出雲流の流れを汲むものであり、儀礼的な舞を主軸としてい
るが、厳かな古式が窺がえるものといえる。
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筆者はこれまでの実地調査でビデオ採録を重ねながら、現在に伝承される神楽舞の姿とその精
神性（日本人の心のルーツとでもいうべき）を捉えようと試みてきた。古来より連綿と続けられ
てきた祓いと祈願のかたちが、現在如何に残り、如何に表現されているのかという問いがあった。
ここでは舞筋（舞の順路）と採り物に視点をあてて考察してきたが、舞筋からは四方固めの陰陽
五行に基づく五方への祓い清めが舞いの基本動作として繋がり、それは中国の古代哲学、天文学
ともされる五行説に依るということが窺がわれた。古くより日本の文化に取り入れられ、日本人
の生活文化の基礎となっていたことなど、あらためて日本人の生活の中に生づいている五行説を
抜きにしては、日本の習俗や民俗文化を語れないという吉野の示唆する洞察に共感した。また採
り物については記紀神話との繋がりが深く、天岩戸神話で笹葉、榊、八咫の鏡、八坂勾玉、御幣
が初見する。ウズメが笹葉榊葉を手に神懸かりして舞い、思兼命の策による招代がそのまま神を
招く依代とされ、現在でも神楽舞で採り物とされ続けている。神楽の採り物は、千年を経た今で
も神を降臨させる依代としての機能を伝えているわけである。神楽の中の祓いと清めと祈願の姿
を視るとき、この陰陽五行説と記紀に初発する神の招代、神楽の採り物としての依代を見逃して
はならないことを痛感する。

土師一流催馬楽神楽が伝わる鷲宮神社は出雲族である土師氏に尊宗されたのが始まりとされ
る。玉敷神社も隣接しており、両社とも出雲流を色濃く残した神楽であり、儀礼的な舞を中心と
した厳かな古式が窺える。前稿で考察しているが、延喜式内社である玉敷神社は鷲宮神社より規
模が小さかったため、神主が舞うことを禁止した国の統制を免れるとともに、より素朴な舞によ
る古式を残せたのではないかと推察される。一時的に途絶えたことがあったとしても、神主によ
る舞が続けられる環境であったと思われる。

また今回は当研究所の特別公開講座の神楽実演で相模神代神楽を身近に視る機会を得たので、
その関連事例も含めて考察を加えることが出来た。さらに今回追加調査で出会った保存会の高齢
の神楽伝承者からの聴き取りの中で、神楽面を着面して舞うことの難しさが語られたことが印象
に残った。神楽面から見える視野は非常に狭く、着面後は四方の柱頼りに舞うしかなく、さらに
舞は顔の上下動も出来ないので、足元を見ることも出来ず、見えるのは神楽面の目の部分に開け
られた小さな穴から見える狭小の視界（世界）となる。四方の柱のみを目標に見据えた限られた
視界で舞わなければならないとのお話が印象的であった。しかしながら素面で舞うことはさらに
別の緊張感や恥かしさなどがあると云われるが、一方では幣の舞は、保存会メンバーの多くが舞
を学び稽古しているとのお話は、神職でなければ舞えないとのことではあるが、将来に繋げられ
る可能性として安堵するものであった。今回も神楽伝承に対する真摯な言葉や、着面後の緊張感
や伝習の難しさが伝えられたが、それと共に着実に伝承され続けて行くことの感触も得られた。

また歴史的変遷に伴った伝承形態の変容や神楽伝承者への諸環境、さらに三方吹き抜けの神楽
殿で奉納がなされる冬期の舞処の環境等々を考えると、神楽舞の姿が現代に伝えられる祈りのか
たちとして重なる。仕事を持ちながら稽古に集まる若い世代の保存会伝承者、舞を指導される熟
練したシニア世代のご高齢の方々、また社中の若手継承者やそれを支える家族や支援者等、懸命
に神楽保存に取り組む姿にも重なる。神職や特定地域の氏子、神楽師などの伝襲により継承され
てきた神楽は多くの地域で保存会が伝承の担い手となってきているが、今、神楽保存の衰退はや
はり危ぶまれる。将来の神楽伝承を考えるとき、神楽の担い手への国レベルでの経済的支援や維
持するための精神的支援はもとより、大学や研究者など、教育研究機関の果たす役割も緊急に必
要なものと思われる。
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